
 

 

 

 

投票環境向上に関する市民意識調査の結果 
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１ 調査目的 

 

近年、全国的にも投票率の低下が指摘されており、本市においても例外ではなく、平成

２９年１０月２２日執行の市長選挙及び市議会議員一般選挙においては、衆議院議員総選

挙と同日選挙となったが、投票率については、前回より２．５２パーセント下がり低落傾向

にある。 

このようなことからも、投票率の向上対策等は課題であり、この調査を通じて有権者の

選挙への関心を高めるとともに、投票行動や投票環境などの現状を把握・分析し、今後の

施策等に反映していくものである。 

 

 

２ 調査概要 

 

１） 実施時期 平成３０年３月 

２） 調査対象 選挙人名簿登録者（満１８歳以上）の中から抽出した 2,000 人 

３） 調査方法 アンケート形式による調査 

 

 

３ 調査内容 

 

１） 投票行動に関すること 

２） 投票環境に関すること 

３） 投票率の向上に関すること 

４） 啓発に関すること 

５） その他自由意見 など 

 

 

４ 調査結果 

 

１） 回収率 ９１１通 ４５．６％ 

２） 調査結果については、広く市民へ公表し、今後の具体的な取り組みの検討材料

として活用する。 

 

 

－１－ 



 

 

５ 調査結果の概要 

１） 回答者の状況 

【問１】 あなたの年齢について伺います。 

【問２】 あなたの性別について伺います。 

年代別の内訳では６０歳代が２４％と最も多く、７０歳代は１９％、５０歳代は 

１５％、４０歳は代１２％と、中高年齢者から７０％を占める回答が届いた。 

また、性別では男性４７％、女性５３％と男女ともほぼ同数に近い回答が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 投票行動について 

【問３】 あなたは、ふだん選挙の時に投票に行っていますか。 

回答があった９１１人のうち、「いつも行っている」が６５３人で７２％を占め、「ど

ちらかといえば行っている」が１５３人で１７％、「どちらかといえば行っていない」

が８７名で９％、「行ったことがない」が１８人で２％であった。 
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【問３】で「いつも行っている」と答えた年代別の割合は、１８歳～４０歳代が５０％

前後で低く、５０歳から８０歳代が高くなっている。特に７０歳代が８６％で一番高

くなっており、若い世代の投票傾向が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問４】 
問３で「１．いつも行っている」、「２．どちらかといえば行っている」とお答え

の方にお尋ねします。あなたが投票に行っている理由は何ですか。 

【問３】で「いつも行っている」、「どちらかといえば行っている」と答えた方で、一

番多かったのは、「投票するのは国民の権利であり義務であるから」が２７％、次い

で「政治をよくするために投票することが大事だから」と「大切な一票を投じること

は民主政治に必要だから」が多く、政治・選挙への関心の高さが伺える。 
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【問５】 
問３で「３．どちらかといえば行ってない」、「４．行ったことがない」とお答え

の方にお尋ねします。あなたが投票に行かない理由は何ですか。 

【問３】で「どちらかといえば行っていない」、「行ったことがない」と答えた方で、

一番多かったのは、「投票しても政治や暮らしが良くならないから」が２０％、次い

で「投票したい候補者がいないから」が１９％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 投票環境について 

【問６】 あなたは投票所に行く場合どのような方法で行きますか。 

【問７】 問６の方法による場合、投票所まで何分ぐらいかかりますか。 

投票所への交通手段は、自家用車（自動車・バイク等）が７４％を占め、次いで徒歩・

自転車が２０％で、公共交通機関の利用はほとんどなかった。 

また、投票所までの所要時間については、１０分未満が９割を占めた。 
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【問８】 

年々、期日前投票で投票をされる方が増加傾向にあります。本市では期

日前投票所を４箇所（市役所本庁、各支所）設けておりますが、あなたの

お考えに最も適しているのは何ですか。 

期日前投票所の箇所数については、「十分である」が６０％であった。次いで「もっ

と増やすべき」が２１％、「そのままで充実を図るべきだ」が１２％であり、「減らし

てもよい」という意見はほとんどなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問９】 
本市では市内４７投票区を設けて学校や公民館を当日投票所として使用

しておりますが、あなたのお考えに最も適しているのは何ですか。 

当日投票所の箇所数については、「十分である」が７１％であった。次いで「そのま

まで充実を図るべきだ」が１３％、「もっと増やすべき」が７％であり、「減らしても

よい」という意見は僅か２％であった。 
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【問 10】 
投票しやすい環境（投票所）を向上するために、どのようなことを行うべき

だと思いますか。 

投票しやすい環境の向上方策については、「高齢者や障害者への配慮」と「今のまま

で十分である」と答えた方がほぼ同数で多かった。次いで「投票所を商業施設など便

利な場所に設置する」、「期日前投票や不在者投票の制度をもっと周知する」、「投票所

の土足化」であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） 投票率の向上について 

【問 11】 
現在、若年層を中心として投票率が低下しているといわれていますが、そ

の原因は何だとお考えですか。 

若年層を中心とする投票率低下の原因については、「自分一人が投票しなくても同じ

だと思っている」と「候補者や政策がよくわからない」、「選挙や政治で暮らしが良く

なるとは思っていない」と答えた方がほぼ同数で多かった。 
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【問 12】 全国的に投票率が低下している現状について、どのように思いますか。 

投票率の低下の現状については、「投票は義務であり、行くべきだ」と答えたかたが

一番多く、次いで「一部の意見だけが政策等に反映されてしまう」であった。 

反面、「特になにも感じない」、「現状の投票率で十分である」と答えた方は少なく、

投票率低下の現状における危機意識の高さが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 13】 
投票率が低い原因として、あなたのお考えに最も適しているのは何です

か。 

投票率が低い原因については、「政治への不満や不信の表れ」、「政治に関心がない人

が多い」と答えた方が多かった。 
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【問 14】 投票率を向上するために、どのようなことを行うべきだと思いますか。 

投票率の向上するための方策では、「政治や選挙に興味を持たせるような教育に力を

入れるべきである」と答えた方が一番多く、次いで「候補者の政策などの情報をもっ

と入手しやすくするべきである」であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５） 選挙啓発について 

【問 15】 
選挙管理委員会では、市ホームページで選挙制度や選挙Ｑ＆Ａ、選挙

結果などの情報を掲載していますが、ご覧になったことがありますか。 

選挙管理委員会が掲載する市ホームページの認知度については、「知らなかった」と

答えた方が４７％で、「あることは知っていたが見たことはない」と答えた方が３１％

であった。見たことがない人が多くを占め、「見たことがある」と答えた方は約２割

にとどまった。 
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【問 16】 
投票参加の呼びかけ・投票日のお知らせ等で効果的だと思う啓発活動

は、次のどれですか。 

効果的だと思う啓発活動では、「マスコミ（テレビ・新聞）などのよるお知らせ」と

答えた方が最も多く、次いで「市広報誌」、「選挙公報」といった回答であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 17】 
選挙管理委員会が投票率向上のための啓発活動の取り組みとして、あ

なたのお考えに最も適しているものは何ですか。 

選挙管理委員会が行うべき投票率向上のための啓発活動の取り組みについては、「啓

発活動の選択と集中を図り、効果的な啓発を行った方がよい」と答えた方が一番多く、

次いで「もっと常日頃から積極的に啓発活動を行うべきである」であった。 
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６） その他自由意見 

その他自由意見では、２０１名の方から下記項目に関する２３６件の意見が寄せられ

た。その中でも、選挙啓発や投票環境、政治全般に関する意見が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 今後の取り組みの方向性 

今回の市民意識調査の結果を踏まえ、今後の取り組みの方向性について以下のとおり

とする。 

１） 投票環境の改善 

各投票所の総点検を実施し、高齢者や障害者に利用しやすいなどの投票環境の向上

を目指す。また、将来を見据えた投票所の在り方（設置数）を検討していく。 

２） 選挙啓発の取り組み 

主権者教育として、これまで実施してきた高校生向けの出前授業を重点的に取り組

む。特に大学生や高校生との連携を図り、若い有権者に呼びかける啓発媒体（ＳＮＳ

など）の可能性を模索する。 

３）周知方法の充実 

選挙の周知方法として、市ホームページを活用しているが、選挙結果のお知らせだ 

けでなく、常時から選挙啓発などに重きをおいたホームページのコンテンツの充実を

図る。また、マスコミ（テレビ・新聞）などと連携し、効果的な啓発に取り組む。 
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